
《モコとシュウと6匹の子猫の場合》

《貧乏ニャンコ“びんちゃん”の転身》

石巻霊園に父親、母親、生後4ヵ月位の子猫6匹の計8匹が捨てられたケース。しかも、
母猫は妊娠中で、出産間近でした。動物を捨てることは、50万円以下の罰金に処される犯罪です。

エサを与えていた野良の子猫が病気で手に負えないと、老人が不妊予防センターに連れて来ました。

■重度のカイセンにかかり
体中に厚い瘡蓋、目も塞が
っていた。

■治療して2ヵ月、すべての毛が瘡
蓋と共に剥がれ落ち、新しい毛が
生えて見違えるほど可愛くなった。

■「自分の猫じゃない」「捨てた人
が悪い」・・・そんな言い訳は、この
子にとって何の役にも立たない。

■猫エイズのキャリアを承知で、里
親さん見つかる。治療して生き延
びたから、幸せをつかめた。
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　NPO法人アニマルクラブ石巻は2008年4月、ピアニストのフジコ・ヘミングさんと古布工芸家
の沓沢小波さんのご支援を受けてプレハブを建て、『不妊予防センター』をスタートさせました。
週に2回、そこに獣医師2名と看護婦2名が通って来て、野良猫や捨てられた犬や猫、アニマルクラ
ブから里親さんの元に行った子をはじめ飼い犬や猫に、ワクチンや不妊・去勢、そして、できる範囲
での治療を実施してきました。

　しかし、2011年3月の東日本大震災により、プレハブは傾きヘドロが入り込んで、建物は使えな
くなりました、5月末、スタッフを派遣してくださっていた、ワイワイペットクリニック石巻第2診察室
を間借りして、事業を再開しました。

　そして、2013年8月、不妊予防センターは、元の場所に戻り、火曜と木曜の週2回開院していま
す。震災から2年余経ても、無責任と無慈悲の“人災”に苦しむ動物たちはいます。不幸な動物を救
うためには、「かわいそう」を「助けよう」に進化させること、助ける努力をする人をサポートする必
要を痛感しています。掛け声だけでは届かないし、医療でないと助けきれない場面があります。飼
い主がいる犬や猫からいただいた収益で病院を運営し、寄付金を助成金として飼い主のいない犬
や猫に回す、特定非営利活動法人の共済病院として、小さいながら歩んでいきます。共感して下さ
る方々にも、できることで応援していただければ幸いです。

多い時は1日に10匹の不妊去勢手術を実施
していた不妊予防センター。（2008年4月～）

津波が入り込んで手術台も検査機器も薬品も
使えなくなりました。（2011年3月半ば）


